
大 阪 農 業 時 報（3）

　
（
地
独
）大
阪

府
立
環
境
農
林

水
産
総
合
研
究

所
は
３
月
26
日
、

昨
年
12
月
に
急

逝
し
た
石
井
実

理
事
長
の
も
と

で
推
進
し
て
き

た
重
点
テ
ー
マ

の
ひ
と
つ
「
ネ

イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
社
会
の

実
現
に
向
け
た

取
組
」
に
つ
い

て
、
成
果
や
今

後
の
方
向
性
を

共
有
す
る
た
め
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
石

井
実
理
事
長
と
歩
ん
だ
６
年
～
」
を

開
催
。
大
阪
府
、
関
連
団
体
、
事
業

者
（
企
業
）
な
ど
２
１
８
人
が
出
席

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
環
境
省
自
然
環
境
局

自
然
環
境
計
画
課
の
奥
田
青
州
地
域

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
推
進
室
長

が
講
演
。
絶
滅
危
惧
種
で
あ
っ
て
も

生
息
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
で
速
や

か
に
個
体
数
が
回
復
す
る
種
に
限
り

調
査
研
究
や
環
境
教
育
で
の
捕
獲
を

可
能
と
す
る
「
特
定
第
二
種
国
内
希

少
野
生
動
植
物
種
制
度
」
を
紹
介
し
、

対
象
と
な
る
種
の
選
定
に
は
石
井
氏

の
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
大
阪

公
立
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
の
平

井
規
央
教
授
が

「
昆
虫
学
者
か
ら

見
た
里
山
～
石
井

実
先
生
に
学
ん
だ

こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
話
題
提
供
を

行
っ
た
。
石
井
氏

が
取
り
組
ん
だ
蝶

類
の
研
究
の
一
例

と
し
て
、
イ
チ
モ

ン
ジ
セ
セ
リ
が
長

距
離
移
動
を
行
う

仮
説
の
検
証
を
目

的
と
し
た
マ
ー
キ

し
っ
か
り
分
析
し
、
デ
ー
タ
と
と
も

に
発
信
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

�

（
沼
田
）
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３
月
９
日
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
「
ト
ッ
プ
経
営
販
売
戦
略
強

化
セ
ミ
ナ
ー
」
の
受
講
生
ら
に
よ
る

「
大
阪
産（
も
ん
）マ
ル
シ
ェ at 

南
海

な
ん
ば
駅
」
が
開
か
れ
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
大
阪
農
業
を
け

ん
引
す
る
主
力
農
業
者
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
大
阪
府
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
大
阪
が
令
和
７
年
度
に
共
同
で
実

施
。
先
進
農
家
や
現
役
の
バ
イ
ヤ
ー
、

小
売
業
者
な
ど
を
講
師
と
す
る
全
７

回
の
研
修
で
、
受
講
生
ら
は
消
費
者

　

マ
ル
シ
ェ
に
参
加

し
た
羽
曳
野
市
の
吉

川
幸
一
郎
さ
ん
は
、

イ
チ
ジ
ク
を
中
心
に

多
品
目
を
栽
培
。
こ

の
日
は
ジ
ャ
ム
や
ネ

ギ
、
ソ
ラ
マ
メ
菜
な

ど
を
直
売
し
、
地
元

の
マ
ル
シ
ェ
と
は
違

い
、
改
札
前
を
早
足

で
行
き
交
う
客
層
に

対
し
第
一
印
象
で
伝

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
販
売
戦
略

の
立
案
等
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

消
費
者
へ
直
接
販
売
す
る

実
践
の
場
と
し
て
実
施
し
た

マ
ル
シ
ェ
で
は
、
イ
チ
ゴ
、

た
ま
ね
ぎ
、
ほ
う
れ
ん
そ
う

な
ど
受
講
生
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
を
持
ち
寄
り
、
対
面

に
よ
る
消
費
者
の
反
応
を
踏

ま
え
各
々
が
工
夫
し
な
が
ら

販
売
し
、
好
評
を
博
し
た
。

え
る
工
夫
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
先
進
農
家
に
よ

る
成
分
分
析
を
根
拠
と
し
た
数
値
に

基
づ
く
ブ
ラ
ン
ド
化

や
、
百
貨
店
バ
イ

ヤ
ー
に
よ
る
青
果
売

場
で
の
配
置
・
見
せ

方
の
重
要
性
に
関
す

る
研
修
が
特
に
印
象

に
残
っ
た
と
い
う
。

今
後
は
、「
自
身
の

農
産
物
の
強
み
を

2026年（令和８年）5月1日

セ
ミ
ナ
ー
で
の
販
売
手
法
を
実
践

�

受
講
農
家
が
な
ん
ば
駅
で
マ
ル
シ
ェ

自身も直売所や通販に取り組む
吉川さん。「今後の販売に活かし
たい」と話す

ン
グ
調
査
や
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
成
虫

に
な
る
ま
で
に
２
回
の
休
眠
を
経
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
生
態
調
査
を

紹
介
し
た
。

人通りの多い難波駅改札前のブースに多くの客が訪れた

シンポジウムに合わせて石井氏ゆかりの昆虫標本等の展示も
行われた

　

最
後
に
、
同
研
究
所
の
取
り
組
み

紹
介
と
し
て
中
嶋
昌
紀
理
事
と
職
員

３
名
が
登
壇
。
石
井
氏
の
理
念
「
地

域
社
会
に
開
か
れ
た
知
と
技
術
の

『
信
頼
』
拠
点
を
め
ざ
す
」
を
受
け
継

ぎ
、
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

今
後
も
発
展
さ
せ
て
い
く
方
針
を
報

告
し
た
。�

（
林
佑
）

数値によるブランド化など
実践へ
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